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１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

果菜類灰色かび病に有効な新規化合物ジエトフェンカルブ剤はチオフ

ァネートメチル剤と負相関交差耐性の薬剤であるが、本県においてもい

ちご、トマト、きゅうりの灰色かび病で両剤に対して同時に耐性を示す

複合耐性菌が初確認された。

（１）両剤の複合耐性菌の発生圃場はいちごは糸田町、トマトは北九州市、

きゅうりは甘木市で、いずれもｌ圃場であった。

（２）複合耐性菌の発生菌株数はいちご、トマトは１菌株であったが、きゅ

うりは検定した４菌株のすべてが耐性を示した。

2）技術・情報の適用効果

複合耐性菌発生の早期確認により、有効な防除薬剤の選定や今後の発

生抑制のための防除対策の資料となる。

3）適用範囲

県下の果菜類栽培地域

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）上記の複合耐性菌発生圃場では、現時点においては防除効果の低下は

見られていないが、両剤複合耐性菌に対してはケッター水和剤（シ・エトフェ

ンカルう・・チオファネートメチル剤）の効果が劣るので、スミブレンド水和剤（シ・エトフェ

ンカルう・・フ・ロシミドン剤）や他の接触型殺菌剤（ユーバレン水和剤、＊・リオキシン剤、

*・リヘ・リン水和剤）を使用する。

（２）ジエトフェンカルブを含有する薬剤は、耐性菌の発生を抑えるため、

連用を避け、１作期の使用回数を３回以内にとどめる。
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２．具体的データ

表１果菜類灰色かび病における薬剤耐性菌発生状況

作物名

いちご

トマト

なす

きゅうり

調査

圃場数

２６

８

４

１

調査

菌株数

9４

2５

４

耐性菌株数

ﾌﾞロツチオファネｙ・エトフェ

ミドン一トメチルンカルフ．

１４１４８０

(１４．９％）（１４．９％）（８５．１％）

６１９７

(２４．０％）（７６．０％）（２８．０％）

６ ９２

<５４．５％）．（８１．８％）（１８．２％）

１．４．４

(２５．０％）（１００％）（１００％）

（平成３年）

チオファネートメチル

とｙ’エトフェンカ

ルフ・の複合

耐性菌株数

１

(１．１％）

１

(４．０％）

０

（０％）

４

(１００％）

注）①（）は耐性菌率

②いぢごではチオファネートメチルとｼ・エトフェンカルフ′の両剤に感受,性の菌株を１菌株

検出

３．その他特記事項
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